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機械受注統計調査(2023 年 4 月) 
 ～製造業の下振れに注意～ 

第一生命経済研究所 経済調査部 

副主任エコノミスト 大柴 千智（℡：03-5221-4525） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○機械受注は非製造業が牽引し３か月ぶりの増加 

内閣府から発表された 23年 4月の機械受注（船舶・電力を除く民需）は前月比＋5.5％と 3か月ぶり

の増加となった。非製造業は国内サービス需要の回復を背景に持ち直し傾向にある一方で、海外経済

の減速懸念を受けて製造業は低迷しており、機械受注全体としても回復感に欠ける状態が続いている。 

 

○非製造業は増加傾向も、製造業は低迷が続く 

民需（船舶・電力除く）の内訳をみると、製造業は前月比▲3.0％、非製造業は＋11.0％となった。 

非製造業（船舶・電力除く）は 3か月ぶりの増加となり、対 1-3月平均比でみても＋1.6％上回って

いる。内訳をみても特に極端な動きをしている業種はなく、来月 5月は多少の反動減が出ると見て

も、均せば持ち直し傾向を維持している。国内における経済活動の正常化に伴い、これまで回復が遅

れてきたサービス業種の業績改善を背景に、非製造業は先行きも増加傾向が続くことが期待できるだ

ろう。 

(単位：％）

民需 代理店 官公需 外需
(船舶・電力除く) 製造業 非製造業

(船舶・電力除く)
前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比

22 1-3月 ▲ 2.7 1.3 ▲ 5.2 ▲ 10.8 ▲ 4.2 ▲ 6.7
4-6月 6.7 5.7 6.9 10.4 4.0 22.6

7-9月 ▲ 1.6 ▲ 2.8 ▲ 0.4 ▲ 3.7 ▲ 8.4 ▲ 12.8
10-12月 ▲ 4.7 ▲ 10.6 2.1 1.4 ▲ 3.6 2.4

23 1-3月 2.6 1.9 3.2 0.1 19.9 ▲ 21.4

4-6月（見） 4.6 ▲ 0.6 9.2 ▲ 5.0 9.3 8.7

22 1月 ▲ 1.7 ▲ 5.5 0.2 ▲ 0.6 ▲ 12.8 ▲ 0.6

2月 ▲ 8.1 ▲ 0.5 ▲ 11.0 ▲ 14.8 ▲ 4.8 ▲ 0.6
3月 6.3 6.1 9.7 18.8 43.6 ▲ 14.5
4月 8.4 5.9 6.8 2.6 ▲ 7.0 46.0
5月 ▲ 4.5 ▲ 7.6 ▲ 3.7 5.8 ▲ 14.0 ▲ 9.2
6月 0.6 3.9 1.4 ▲ 6.6 ▲ 0.5 ▲ 0.7
7月 3.8 ▲ 4.6 11.2 ▲ 3.2 ▲ 11.4 ▲ 2.3

8月 ▲ 4.6 6.3 ▲ 16.6 1.9 16.2 ▲ 14.7
9月 ▲ 3.2 ▲ 6.3 3.5 2.9 ▲ 3.8 9.0

10月 3.5 ▲ 4.1 9.0 ▲ 1.4 0.3 ▲ 2.1
11月 ▲ 6.7 ▲ 8.0 ▲ 2.1 0.4 ▲ 5.0 1.2
12月 0.3 2.5 ▲ 3.2 0.1 ▲ 8.5 10.5

23 1月 9.5 ▲ 2.6 19.5 2.8 5.4 ▲ 25.2
2月 ▲ 4.5 10.2 ▲ 14.7 ▲ 6.8 45.8 2.3
3月 ▲ 3.9 ▲ 2.4 ▲ 4.5 5.4 ▲ 15.5 ▲ 10.5
4月 5.5 ▲ 3.0 11.0 8.6 6.8 12.3

(出所）　内閣府「機械受注統計」
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本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所が信ずる
に足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。
また、記載された内容は、第一生命保険ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。 
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一方、製造業は 2か月連続の減少となった。内閣府見通しでも 4-6月期の製造業は前期比▲0.6％と

停滞が見込まれているが、4月は対 1-3月平均比で▲1.5％下回る結果となった。製造業には輸出企業

が多く含まれるため、短期的には輸出動向の影響を受けやすい。資本財輸出の先行指標と言われる外

需も、4月は 1-3月平均対比で＋5.0％と増加がみられたが、1-3月期に前期比▲21.4％も落ち込んだ

後としては弱く、明確な減少基調を辿っている。目先も外需の低迷によって製造業の投資先送り・手

控えリスクは大きく、下振れに注意が必要だ。 

機械受注の先行きについては、非製造業は持ち直しが続く中、海外経済の減速による下押しで製造

業は停滞感の強い状況が続き、緩慢な増加ペースに留まるだろう。 
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